
 

２０１８年度 秋季人権啓発行事 
（ 国 際 人 権 週 間 ） 

 

 

 

＜世界の人権を考える＞  
秋の人権啓発行事は、1997年度から「国際人権週間」と称して、世界の人権を考える機

会を設けています。本年はＮＨＫ大阪放送局と共催し、ＮＨＫ大学セミナーを「秋季人権

啓発行事」として開催いたします。 

ついては、下記のとおり、講演会を開催しますので、多くの学生・教職員が参加される

ことを期待します。なお、詳細については、事前に配布される案内パンフレット『人権を

考える』を参照してください。 
 

 

 

テーマ：“食糧を届ける〜紛争、災害、貧困の中で”  

  

講  師：忍足  謙朗  氏（元国連 WFPアジア地域局長）  

     ※ NHK「プロフェッショナル  仕事の流儀」出演者  

 

日  時： 2018 年 10 月 12 日（金） 13 時 00 分～ 14 時 30 分   

 

場  所：千里山キャンパス  第３学舎  ソシオＡＶ大ホール  

≪映像中継≫  

・高槻キャンパス Ａ棟２階  第２会議室  

・高槻ミューズキャンパス 西館２階  マルチミーティングルーム１  

・堺キャンパス Ａ棟２階  会議室Ｂ  

※ TV放映される予定はございません。  

 

 
                                                      

２０１８年１０月 

関 西 大 学 
 

 

 手話通訳、パソコン文字通訳を準備いたしますので、必要な場合は、開催日の 

１週間前を目処に学長課（TEL:06-6368-1416(直通)）へご連絡ください。 



2018年度
秋季人権啓発行事「人権を考える」×NHK大学セミナー

2018年10月12日［金］
第3時限（13時00分～14時30分）
（振替授業「環境社会学2」担当：大門 信也　社会学部 准教授）

映
像
中
継

2018年度秋季人権啓発行事の開催にあたって

関西大学は、大学教職員、学生諸君の人権意識を高めるために、学内

外の関係者のご協力を得て、毎年春と秋の2回、人権週間を設定し本学

独自の人権啓発行事を開催しています。秋季の人権啓発行事は、1997年

以来「国際人権週間」と位置づけられ、幅広い観点から人権に関わる講

演会が開催されてきました。

本年はNHK大阪放送局と共催し、NHK大学セミナーを「秋季人権啓

発行事」として開催いたします。

本学が人権問題を重要な課題と認識し、この問題に対する組織的な取

組みを開始してからすでに40年を超える年月が経過しています。その間、

様々な企画が立てられ実行されてきました。とりわけ、関西大学人権問題

資料『Human Rights Book（関西大学人権問題委員会 編集）』の発行

および人権問題研究室の設置が本学の人権擁護・啓発の取組みの重要な

柱になっています。

また、人権問題に関する教育にも力を注ぎ、教職科目、共通教養科目、

そして各学部の専門教育科目において人権問題を扱う必修科目ないし選

択科目を開講するなど、不断の努力を続けています。さらには、より一層

の取組みを検討する組織として人権問題委員会があり、新しい動向の把

握や新企画の立案などの活動を続けています。

講演を通して、「私たちにできること」や「考えなければならないこと」、「人

権とは何か」など、一人ひとりが考えるための一助になればと思います。

多数の方々が聴講され、人権意識を醸成されることを期待します。

2018年10月

関西大学

手話通訳、パソコン文字通訳を準備いたしますので、
必要な場合は、開催日の1週間前を目処に
学長課（TEL：06-6368-1121（代））へご連絡ください。

食糧を届ける
～紛争、災害、貧困の中で

場所 千里山キャンパス 第3学舎 ソシオAV大ホール

講師 忍足 謙朗氏（元国連WFPアジア地域局長）
※「NHKプロフェッショナル 仕事の流儀」出演者

●高槻キャンパス A棟2階 第2会議室
●高槻ミューズキャンパス 西館2階 マルチミーティングルーム1
●堺キャンパス A棟2階 会議室B



現在、世界の人口の9人に1人に当たる、約8億人の人 が々健康

的な食生活ができてないと報告されている。これは、食糧生産が足り

ていないからではない。基本的に問題は家庭レベルの貧困にある。都

市部の貧困層は収入が少ないため、たとえマーケットに豊富な食材が

売られていても、十分で栄養価の高い食材を買えない。また農村では、

貧しい農民は十分な農地や資本がないため、自給自足も成り立たず、

やはり「食料安全保障」が実現していない。さらに追い打ちをかけるよ

うに、紛争や自然災害の影響で人々が緊急事態に追い込まれる国や

地域が多くある。それらの多くの国々では、貧困層に対しての十分な

社会保障制度が確立されていないので、そういった制度に頼ることもで

きない。国連や国際NGOが外から援助に入る所以である。この講義

では、国連世界食糧計画（WFP）が実際どのように様 な々状況で

飢餓に立ち向かい、支援を行うか、話そうと思う。

30年以上にわたって国際連合に勤務し、1989年からは国連世界食糧

計画（World Food Program ‒WFP）に勤め、特に紛争地、自然災

害地、などで緊急食糧支援を行う。

2006年にスーダン共和国にて、当時、世界最大規模の緊急支援を

指揮。77国籍からなる、3,000人のスタッフを統括する。

2009年から2014年、WFPアジア地域局長に就任。タイ、バンコクをベー

スにアジア14カ国の支援の総責任者となる。紛争が続くアフガニスタンから、

政治的に複雑な北朝鮮などの現場にも何度も入り、指揮をとる。

この道のリーダー的存在として2006年にTBS「情熱大陸」、2014年

にNHK「プロフェッショナル 仕事の流儀」に出演する。

2015年から日本で活動を始めて、国際協力に興味を持つ若い世代の

育成に力を入れている。

著書に「国連で学んだ・修羅場のリーダーシップ」文藝春秋社2017

年発行がある。

講師プロフィール

食糧を届ける
～紛争、災害、貧困の中で

忍足 謙朗氏
（元国連WFPアジア地域局長）

NHK大学セミナーとは
NHK大学セミナーは、NHKが全国の各大学と共催で、NHK番組出演者や制作者等を講師として派遣し、NHK
の専門性を活かしたセミナーを開催することで、学生たちが公共放送であるNHKに親しんでもらうことを目的とし
て開催されております。

2018年度
秋季人権啓発行事「人権を考える」×NHK大学セミナー

「プロフェッショナル 仕事の流儀」
　NHK総合　毎週月曜午後10時25分　放送中
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